
琉球大学学術リポジトリ

[論説]
沖縄本島北部の共同売店の立地と経営形態の変化 :
国頭村・大宜味村・東村を事例として

言語: 

出版者: 沖縄地理学会

公開日: 2018-11-16

キーワード (Ja): 共同売店, 経済機能, 福祉機能, 配当,

コミュニケーション, the community store

キーワード (En): economic function, welfare functions,

dividend, communication

作成者: 小川, 護

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/0002017746URL



沖縄地理第8号
13・23頁 (2008)

Okinawa Journal of Geographical Studics 
No.8，p.13・23 (2008) 

沖縄本島北部の共同売庖の立地と経営形態の変化

一国頭村 ・大宜味村・東村を事例としてー

小)11 護
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-A  Study on Kunigami Village， Ohgimi Village， Higasi Village-
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摘要

沖縄本品北部の股村集結には「共同庖J. r共同売応j と呼ばれる商j占が立地している.これらの庖舗はおよそ

ー集落を単位として構成され，字における住民出資によって運営されているという特性をもつのである.共同克

服は 1980年代初期lまでは，集落の経済機能，福祉機能さらには地元住民の的報交換の場として重要な意味を持っ

ていた.だが， 1990年代中期以降，モータリゼーションの発達，4;品各地にコンビニエンスストアー，大型ショ

ッピングセンターが立地するようになり ，共同売!苫は減少していった.今日， 117i齢化の進んだ本島北部の農村地

域において，共同先的は，多くの自動車を所有しない高齢者にとって，商品目/I~n あるいはHユンタク"の場と して

その存在はlf1史・である.そのため，最近では，本島北部を中心に共同先月!?の存在怠設が比|伐されている.そこで，

本研究は， 1978年当時，沖縄国際大学南島文化研究所の共同充底の調査結果と 2007年時現花の現地調査結果を

比較して，木品北部の凪顕村，東村の共同充庖を事例として，共同克服の立地と経営形態の変化について考結し

た.

キーワード:共同完底，経済機能，福祉機能，配当，コミュニケーション

Key words: the community store， economic function， welfare functions， dividend， communication 

I はじめに

沖純本品l長村集慌には f共同庖J.r共同売底j と呼ば
れる商1古が立地している.これらの庖舗はおよそー集落

を単位として構成され，字における住民出資によって運

営されているとしづ特性をもつのである.これまで，共

同市，共同光暗にl刻する諸研究は，経済学の立場ーから平

恒次，持田紀治，社会学の視点を中心に共同売庖の歴史

と現状について論究した玉野井芳郎 ・金城一雄の論考，

地理常的分析として村詐共同体との関連から共同庄の立

地と形成過胞について考察した也前完平の ー速の研究，

問機に社会学の立場から村落共同体と共同庖の.意義につ

いて分析した宵城能彦らの研究があげられる.その他，

宮城栄畠は国頭村における全共同庖について悉皆調査を

行い，池野茂はヤンパノレ船と共同庖の立地関係について

まとめている.

これまでみてきたような主な共同庖における諸研究の

中でも沖側全体における共同情については，村綜共同体

と関辿づけて総合調有として市i掲の堂前ほか安仁屋政112，

玉城降雄らの共同研究があげられる.この研究によって
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沖縄における共同胞の地域特性が明らかlこなった.

だがこれらの研究は 1978年前後の調査であり， 2007 

年を迎えた現在，すでに29年の年月がたち， 当時と比較

して沖縄本島だけをとってみても，社会資本の整備がす

すみ，那覇と本品各地との自動車交通の利便性は大いに

発展した.さらに社会，経済的条件についてみると，本

島北部地域における農村地域の高齢化と若年腐を中心と

する本島中南部地域への人口流失とこれに伴う過疎化，

さらには大型ショッピングセンターやコンビニエンスス

トアーの立地など， 1978年当時と比較して共同売庖を取

り巻く環境も変容した.そこで本研究は前掲の堂前，安

仁屋政IIs，玉城i怪tr;ltらの共同研究の先行研究を基礎とし

て，本土復帰6年を迎えた 1978年当時と比l鮫して2007

年n~fにおける共同応の立地とそれらの経営形態の変化に

ついて考察することを目的とした.

議

対象地域は，前掲の論文で取り扱われた本島北部の国

頭村，大宜味村，東村，旧久志村(現名護市)の地域の

うち，今臼も共同売庖が多数残る白頭村，大宜味村， 東

村を調査対象地域と したなお調査方法は共同売庄の現

地における聞き取り調査を中心に文献資料なども併用し

て考察を進めた.

E 本島北部における共同売庖分布の変化

まず最初に， 1978年(図 1)と今回調査2007年におけ

る応舗数の変化についてみてみる.2007年現在の共同売

胞の分布は西海岸22庖舗に対し東側16J古舗となってお

り，西海岸に存在している府舗の方が多い(表 1，図2).

その中で経営形態の区別をみると西海岸側では，個人経

営12庖舗，字 ・区経営 10庖舗となっている.
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t長i答の直l~経営に よる共同1苫

.戦前に存rr. fl])戦後に育、;/. OJiJtf.制緩
他人Z背負による共同内; ー

E2較後に{.f.u. U 'II，(f縫続
IHまによる共同応
A戦白書に，{立 .a.特iをに(j.w. ム坂長:鏑綬
ワ判前日'>11る干f~慢が平崎町)t向凶

。 10 >>-

図 l 沖純!呆における共同究活の分布 (1983年)
(資料 :堂前必平 (1997)r沖純の郷市空間JI136pによる)
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沖縄広島~t:mの j~I..1必'.'iの伝J1!!と経営形態の変化
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1宜12 本尚北部地域におけらjl;"Ih¥ι1，1;(/)分布悶 (2007年)
."はeよt乃皮uαE もF純世手公í' lJが;.鉱絞品必:い ている J!引~I川..1ωl

{資?ト恥:N、司nγ'Tクウンベ一ジ)ト. 

災:! ~品」ヒ日11市町村兄'I共l ， iJ~~Wのr.s舗数 (2007{F) 

ぷ I2007 {手IJLtEの共1.. 1ヅ己I，'iのIm，o放 dimr村名 字 ・恒人経常 例人経営 -g. 呈ロι ' 
1 q JiJI村 7底知i 5倍舗 12府舗

経常形態 西村正J~IJlIJ バuflU;・fJllJ
大'(，:'ll~村 3応舗 1J，浦日 7応舗

寸ニ経営 10/~f舗 7/，1市16 4・f 3fa1i舗 3Alff.ifi 6庖舗

何人経常 12/，lit;1fi 9/m，Ii グ1"盤 rli なし 10m制i 10応舗
今M1'A寸 Im~lli なし 11苫舗

22J占t;，n 16Im:，1i 思納付 2庖~Iì なし 21占舗

(資料:J見J(~，(l'dIff.にぶる)， (資料:現地調笈による)， 

点ガ'IH~fJllJの伺人経営は 9Jm:lfi， 'j-:純手¥'1J: 7 Jrlf~lfi となっ

ており，若 p，個人経常(例人~，if:事長官f も合める)が多

いkうである.

さらに，友2に示したようにrlilll刊行，)1]1こJtJ日b'a，liの分。Iについてみると，同頑村lこおいて共l'iJ必Igは 12防制作
注し， 乍経常の応舗は7/，If釧， s伽例為荷i人緋
となる.国頭村は個人18舗よりも'j<• frM存続料・の日市，Iiの

);が多く存在している . 大1.1:l床村I.t，介，n- 7/，~舗イr: {E し，

， j':・部紘経〈営の前舗は31占制，がl人経常のj占舗は.lm品目

となる.大宜味村の経営形態はす" 例人経常とも応舗放

的には溢いは無いー点字.tでは.介J十6/，1;舗f{-(l:し字 ・
部落経常のm舗は3応舗，例人経常のJg舗は3/h舗とな
る， JR村も応舗数的には違いは無い， f，J盤rl1は，合J十10
fi1i舗存在し，その中でも字経常のJ.Ii舗はイバEせず，10l，li 

舗すべて倒人経営の庖舗である.今川f:村1:士合i汁1mtlu 

イ{:(r:し，下経営の応舗が 11，litI6，がi人純計のj占舗は({(F.
しない.思納付は合計 21日'，fiイ，:イ1:し， 21占捕すべてがす:

終日w摘である.
1 978 年----2007 年までの 29 年IIJIに減少した，共|百J~'t;m

放の変化を本島西海岸， JR海jt別にみると，本品西海j止
で11:，下経営が 81，占舗，側人経営が 9応舗，合計で 17

1，1;加減少した.東海岸側でIt， 'j':経営が 3J占舗，例入

純計 11占舗，合計7庖舗が減少が認められた.すなわち，

1978年次と比較して 2007{I'において廃業した庖舗数は

2'1/，'市Jjとなる(表 3)，さらに北部の市町村別にみると，

IrWfiHでは， 'J:経営の共同克応が7庖舗，個人経営の応
舗が 11占舗減少している.大宜味村は，字経営の共同必

1，lfが2"占舗，個人経営のl占舗が71苫舗減少している..!U

十tlt，乍経営の応舗の教は変化が無く.個人経営j占舗が

rI '，1;舗減少している. 名護市は，~ニ経営が 1 1苫舗，個人

純科目舗が 2応舗減少している.

伏に今回の調査における共同克応の経営形態につい

てみてみる.今回の調査では凶頭村，大宜味村，東村I 3 

村の J'~向必1占をケーススタディとして開き取り調査を行
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1978.......2007年に減少した共同売l苫

(本島北部，西海岸 ・東海岸)

個人経営

1J苫舗

7庖制

4庖創i

2庖飾

1978.......2007停に減少した共同究底

(本品北部，市 ・村別)

字 ・部落経営

7府舗

21官制!

なし

11苫舗

表 4

市町村名

国頭村

大宜味村

東村

名護市

表3

東海岸側

3庖舗

4J苫割i

7底割i

西海岸側

8庖舗

91古舗

17J苫舗

態
一営

営

一

形
一
E
経

一十

営
一条

人
一号ロ

経
一字

個

一

(資料.現地調査による)• 

(資料:現地Z間交による).

売上/A 福祉

583万円 なし

問、10"1'1 なし

? 行事物品提供

300万円 行事飲物提供

200万円 なし

120万円 物品提供

250万円 なし

120万円 香典集め

150万円 行3作、寄付

ωo万円 なし

316万円 なし

? 行事飲物提供

50万円 寄付金

? 後年祭飲物

? 行事飲物提供

ω0万円 行事、寄付
? 行事、寄付

30万円 行事、寄付

70万円 字に月 1万円

陣刊品川 1'1 字に月5000円

60万円 行事飲物提供

? 葬儀 ・ジューシ-
(，0、加"1'1 行事、得付

30万円 行事物品提供.

4∞万円 なし

(資料:現地調笈による). 
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表5

市1It)村

岡頑

固頭

閏 iiJi

国頭

国頑

固頭

国頭

国頭

国頭

国頭

悶頭

国頭

大宜味

大宜味

大宜味

大宜味

ブヒ宣味

大宜味

大宜味

大宜味

大宜味

東

東

京

東

共同売庖

奥共同売1苫

1l州共同庖

安出共同応

安波共同J苫

辺土共同居

字嘉共同スーパー

辺聖f菩共同百

与耳目共同克底

伊地共同!苫

字良共同庖

奥間共I，ij庖
挑E京共同庖

旧蕗里共同売底

謝名波共同先倍

g:如嘉共同底

大兼久共同売活

大川共同底

l丞古売応

大保共同究応

宮竣共同総合魚治支后

宮城:ji_:1元1総合本応

r会ii工共同組合
平良1年間ヲモ1苔 {支1苫)

字111那覇剣司売1苫

慶{主次1t-問先応

ビ‘ニエンスストアー)の進出による共同完庖への影響に

関して，国頭村，大宜味村.東村の25の応舗について報

告する.なお，調査項目は共問先庖の経営形態(字経営 ・

個人委託)，現在の「共同克庖Jの経営状況，従業員数.

利益の配当，理事会，購買機能，金銭 ・物品の緩助，香

典，マイクを使う広報活動，奨学金の有無，パス，地元

住民の生活 ・意識の変化.交通体系の変化がもたらして

いる影響，売庖をやった背景，相続問題，大型スーパー

進出の影響などである.また，共同売1苫成立において歴

史的文献のある底舗については，庖舗請IJ立当初の歴史的
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い 25庖舗から回答を得ることが出来た(表 5).なお，

今回の調査では同頭村では，宜名頁共同底，佐手スーパ

ー，浜共同!苫，鏡地共同Jf，の4底舗，東村において，有

銘共同組合.川田区売庖の2庖舗の合計6J苫舗が長期間

応であったり，庖舗の都合により聞き取り調査は実施で

きなかった.

本島北部における共同売后

1978年と 2007年における本島北部の共同

福祉的機能および交通体系や個人庖(コン

国

この章では，

売1苫の経営，



N'f，地本尚北部の共同究rgの立i也と経営形態の変化

経過についても慨観した.なお，1978 {手当時どの集慌の

共同売底でもみられた電話の取り次ぎ業務は今日，携手停

電話の発達によって行われなくなったので，このt.iでは

あえて触れていない。

1.奥共同売庖

奥共同売I苫は 1906年(明治 39)に糸満盛邦氏によっ

て創設された.1909年(明治42年)に，銀行からの600

円の借入金を返済し，融通資本 1.500円，宅地，建物300

円，山原船3箆1.200円，純資本数千円の庖に発展した.

そして 1913年(大正2)には沖純では広く産業組合運動

が行われ，奥共同売庖は「営業税免除Jとし、う県仰lの説

明に魅力を感じて 1913年(大正3)に無限責任販売購買

信用組合に転換した.

だがその転換は金銭換用の切符を発行したこと，組織

変更に際して精算剰余金を村民に分配したこと，部落に

動揺を来したことなどによってその利持の刑大は望むと

ころで、あったがまもなく辺営がうまくいカ吋公倒産した.

この1削患を打開を回的として上iJ~IJ'(J助氏が中心 となり，

販売面では消費物資に. 1I~~目前iでは口ぃ取った林i産物や

炭産物の外部への櫛出先却に経常の立て直しを行った.

また信用而では信用授受の業務，余情金の投資， 1資金及

び貸し付・けに従事した. このほかに製茶，車内米，酒造電

灯業を行し、再びJ七!白l応を復閉させた.なかでもJ誌の栽培

と製造は県内ーの生産i止を布していた.

その経営における特性を 1978年と 2007f!'oを比較して

みると，経営者は 1978年日キは字経科-で.21人よりなる

区議会が経営を管理し.I内:接には主任，品頭3名，顧問

3名，区長で運営しており，その形態は2007年次も変わ

っていない.従業員数は 1978年には主任 l名と倍民 4

名であったが2007年には応凸が31'1となっている.売上

げについてみると枯盛期の1979年には l位 l千万円の売

上を有していたが，2007には年11H7.000万円で川、ド灼583

万円になり，最盛期と比較して 36%の減収になっている.

ちなみに.利益の配当については. 1978年には決算年3

回，株配当(個人配当だが年齢，イ包不在を区分)を学

費へ繰り入れ年間 100万円打していたが.2007年には利

能があがらず利益配当はみられない.経済機能としては，

1978年には購買， AEの1.1-1山荷(形式上茶j駐車fl合として分
離).福祉機能として育英と病気の時の貸し付け， 香典，

t亘話取り次ぎ，共同パス運営などを実施していた.2007 

年現在，経済機能として区のグノレープで生産した味噌，

茶，個人が持ち込んだものの委託販売が中心となり，福

祉的機能としては呑典と共同ノくス運営のみで，経済，福

祉的機能とも縮小の傾向にある.

マイクを使用した広報活動は区長，会計の)Jで実施し

ており.1978年時と変わらない.資本金については.1978

年には人口株，字基本金，部落在籍者，奥集落出身者で

他の地岐に居住する者も同じ負担を担っていた.2007年

においてその規定はあいまいになってきている.当共同

売庖の相続は字の選挙による l年交代となっている.

品近の傾向として，若い世代の人が自動車で名護)j面の

コンビニ，大型スーパーに出て行くため，客層も自動IP:

を所有しない地域住民の高齢化の傾向があげられる.奥

共同売庖は2006年に設立 100周年を迎え，奥共同先I占の

存在意義の再認識が進むと同時に，奥集落は沖縄県のふ

るさと百選 1)にも 2003年に認定され，外部からの集客

も見込めるようになった.

2.楚洲共同庖

設立は 1914年(大正3)である.経営形態は宇:・1正経

営で変化はない.理事会は区の役員が兼務している.1978

年時では，決算年2回で利益配当を行っていたが，現(r:

では配当を行っていない. そのため~g.行事への物品や金

銭の援助は少なくなっている.売り上げは月約 30........'10

万円程度である.経営が赤字の場合には，区が掃iIVJを行

っている.福祉機能として共同パスは現存ーでも継続中で

ある.マイク広報は字・区の行事のお知らせ，停i'G:.I断

水の連絡に活用されている.共同売1苫の相続は 2年に l

回字:で選挙を実施して決める.利用者の変化をみると，

自動車所有者の増加によって，住民の多くが名護市の人:

型スーパーへ主な買い物を済ませるため.1978年当日キと

比較して大品ーに買い物をしなくなった そのため利用佐

の大半が 50........80歳前後の自動車を所イ江しない地兄住民

である.またl設近の傾向と して，中南部の住民や観光客

が休日にヤンパノレ方面に訪れるついでに症がH共同町を利

用するため，とくに地岐特産物の販売に力を入れている.

3.安田協同底

設立は 1916年(大正5)である.経営者は 1978年当時

は字経営で組合長(代表).理事長と理事若干名も理事を

務めていた.基本的には2007年現在も同じである.従業

員は 1978年当時は組合長，庖員4名，パス部 1:名であっ

たが，現在は主任l名，パート 2名となっている.利依

配当は 1978年時には，決算年2回， ー-仲配当で原則とし

て字に還元されたが，現在は行われていない.そのため

字の諸団体に対する物品，金銭の援助も 1978年にみられ

た字・区への諸行事への出資も今日では大幅に縮小され，

協賛として商品，金銭による若干の援助となっている.

購買機能としては地元で生産された野菜額，魚介鷲iの版
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売を行っている.悩祉機能としては，パス部門は廃止さ

れ，品:典，育英資金の援助も廃止された.マイクを使っ

た広報活動は公民館が文.施しているため，当共同完!万で

は今11実施していない.(1也の共同売前向械にモータリゼ

ーションの影特は大きく当共同克応の利用客は子供や高

齢者が'11心である.なお，相続は字で実施される2年ご

との入札で決める.

4.安波共同庖

設立は 1921{I:. (大正 10)である.経営は1978年にみら

れた区の山沿で組介民(1:任)，J1l!'ド2名，監事(区長)

戸主会で 2 年に l fiilのi強併で選~I'\する経営)f:列車で変わっ

ていない.従業以は 1978{r.には主任，庖員2名であった
が今Hでは主任l名である.資本金は当地に本館を有す

る住民の人11株， 'J:共有余でスタートした.現在の資本
金はf二明である.経済機能としては，とくに現在地元住

民の生必した段産物の委託版必，猪豚の肉販売に主力を

おいている.利益配吋It1978年には決算年2回で株配当

であったが，現在はバーコードコ'己り上げ管理で，利益配

当{士純flJ益の600'0となっている.ちなみに売り上げは月

300万円弱である.福祉的機能としては，字の諸印{本に

<1'寸ーら伝助!土 1978年には字行政1~hli助月 7 万円あったが，

現配:主地域の忘年会，学校行・JHこ飲み物を提供する存度
である.育英資金.香典等の支給は行われていない.ま

たJtluJパスIt現(1:もiill行している.J位近の傾向として交

通の{出がnくなり，地兄の113齢者のほかに特にサーファ
ーなど外部からの集存が円也つようになった.そのため，

当集部におけるうどJ.';の依存度は向いと思われる.

J盤

6.宇嘉共同スーパー

設立は 1949{ドで'i財産の共同必J;!iである.経営形態は
1978 {I之がサ:純符，'(:の役u会により運針されていたが，
.IJJ.(.fも基本的には変わっていない.従業日は 1978{I~が 1:

任 i 名だったが， 現/fl .1'(このJflUI1による従業員 2 ~れとな

っている.利益配吋は 1978{fには決算日 11111で'f:1こ還元

されていたが，引イEでiよ行われていない.経済機t能抱とし

て地j域戒で/供1:♂F陀位された物のj版仮シ

は l悶97市8年Hキでiはよ人lけ川l川{株朱であつたが'現(.f資本金は3，000

)j川である . また{1~ lIlb'..: り上げが 1 ， 200)IPlである.h'，'t 

til:的機能として，1978{fには'j<の，1171f ・ I ~に対して金銭の

'I.f{・J'を行っていたが，現イ1:は'{二の.m卜H体行・ICに対して耐
品従(J七と持典1斗 (100011))の文給のみである.今IJHi:，活
の取次ぎ業務は行われていない.マイクを使った広倒的

~~Jは休業 1 1 の辿絡に{史われているr.u変である . 大型スー

/えーの桜特により平IJ川手cが減少している.そのため，経

営が難しくなり，経常行(主任)を引き受ける人がいな

いのが，i~!也ーである.

7.辺野喜共同病

19岨 {I;.ぷ屯された戦後の共同必1.Jiである.経営は 1978

年には.(:経科，字の{生日会で述'討していたが，現住は例

人経常u持品)2 ~れである . 利益配当 l士 1 978 年には決算

はir1 In1， JJ;(WJとして利川配吋で'ドに還元であったが，
現(1:11手1J?t:t.~C吋1.t1fわれていない.資本金は 1978{f;.には

(1t:姉妹であったが，現(1:の資本金は約500万円である.

経済機能として眺'i'l部1"1で{rllll3， 000 )i円riV，UCI)')'，己り 1.. 

げがあるがゾ己りヒげの減少は好めない.tU.祉機能として

骨典料支給 (1，0001'])のみであるドの諸問{本にI~Iナ

5.辺戸共IrilJ占 る寄付金は 1978{I三、引れtみられたが，現在は実施してい

経営形態は 1978年は乍経常であったが現在は個人絡 ない.現(f.，ッピI，lt経常.(.-11地元のためにボランティアと
営へ変化していった.従業員は 1983年当日キは主任と応只 してやっている色彩がd郎、ょうである.

2 1'，であったが，現((は夫何?で経営している.利益配当

は 1978{Iミ ìj~:土決算年 11日1，字の行政資や般協への借財返

還;こ~てうれていたが，現(f.は配当は行われていない.

経済機能として脇口のほかに地元住民の股業生産物の委

託販売を行っている.資本金は 1978.fJ三時では人口抹であ

った.i}U正の資本イf';:!t230万円である.仮り上げは年間

数百万円である.福祉機能としては，香典料を l回に

1，000門主給するだけである.83年当時実施していた字

行政1';'へのtlli助金())5万IT])も現在では行われていな
い.)止近の傾向としてコンビニの進出により，顧客が大

きく減少している.そのため，経営が難しくなり，1，5~ 

ι抗したいが純計をI~JtJけ負う人がいないのが現状である.

8.与那共同府

創立は 1951年である.粁

里型理jI'lドCl長え (þ(þ託~)上， s開E削'Jドc(伺剖部l句7:存弘存ι':浮干よ議控uと主{任壬臼)によつて純干引符if . 
が{任壬されていたが'現(1:11:寸:経符ではあるが， Iベ長，議

長が肱任している.従業LlIt1978年には主任のみでI.JfU
J{(~則は主任に一任されていたが， 現(1':はj占112 名の従業

LJ.からなっている.不IlMit1ie.吋は 1978{ドには決算日年に11昨口
尚の 5......8%の手1J川配、'í は乍行政党とこド)j~本施設へ足立ぶ

された. 現(E， 不IJ位は'下の!tr~訴に回されている . 資本金

は1978{Iミ11れよ人11株，'(:JHi令，現任r..によってまかた

われていたが，-!Jl(EO)資本金額11不明である.今日 'jビ

りr.!rはJl留i120)J川斜度である.共rril')'eJ占の相続につ
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沖縄本島北部のJI;I司;;c庖の立地と経常形態の変化

いては2年にl回の字選挙で決まる.福祉機能としては，

香典料を集金する業務を行っている程度で共同パス，育

英資金の業務は現在行われていない.本島内に大型スー

パーができたため，大量に買い物をする利用客が減少し

た.共同売庖の労働力として従業員の家肢の手伝いが斜

られるため当面は存続予定である.

9，伊地共同庖

伊地共同完l苫1953年設立で当時は理事長(区長)，埋

ギ4名で運営し，主任が経営していたが，現手Eも字経営

で変わらないが， 2名の従業員は2年に l回の字選挙で

決まり，委託運営されている.利用配当は 1978fJ三当時は，

決算日が年 l回，利用配当としてが株主に購買高の 3%

を配当し，字への補助は月額4.7万円を数えたが，現存，

利益配当は行われていない.資本金は 1978年当時は人口

株，字共有金と人口割であったが，今日は350万円とな

っている.字の諸団体に矢fする物品，金銭の寄付も減少

傾向にある.経済機能としては，1978年には年!日]3， 600 

万円の売り上げがあったが，現在は1，800万円に減少し

ている.その原因としては名護の大型スーパーに購買力

のある若い客層が奪われており，記庄の主な客層は車を

持たない高齢者のためである.地域で生産されている茶

や島米の販売に特色がある.現在も行事や集会などのマ

イクを使う広報活動を共同売庖が担っているため，地域

との関わりは強い.高齢者の多い地区ゆえ，当j七|司先J苫

がなくなると不使をきたすため，利益度外観で!占舗を継

続している.

10.宇良共同庖

1949年の設立で，1978年当時は字経営であった.1i

時は理事5名，警主事2名，諮問委員の指導，助言を受け

る形で船室された主任が経営していた.2007年現fr.，字

経営から個人経営に移管市，現在は夫婦2名で経営を行

っている.利益配当は， 1978 {手当時は決算年 I匝lで抹配

当および字への月 6，2・万円の補助金が支給されていた.

現在は宇へ家賃として月に2.5万円を納めている.資本

金は 1978年当時は人口株(一株 1，000円)だったが，個

人経営になってからの資本金額は不明である.現在先応

の中には喫茶庖もあり，食事を取ることもできる.の'I{

の普及により，車を持つ人は名護市の大型スーパーへの

買い物が増え，売1苫への依存度が低くなり顧客は減少し

ている.1978:q三の年間売り上げは2，400万円を数えたが，

2007年の売り上げは し200万円まで落ち込んでいる.そ

のため外部からの観光客をターゲッ トとして売陪の経営

戦略も時代に合わせ変化してきている.なお福祉的機能

としては，1978 {ドヨ時は乍のg諸行'11:へ{F，lllJ1. 5 );"P)の寄

付を行っていたが，現在は福M:的機能は令.く行われてい

ない.

11.奥間共同応

1949年の設立で，純白'は 1978{ド吋11与において，slt・Jc

長，理事7名([豆長も理・10.舵'Jc2 ~I. l:fI:でJill営ずる

字経常であった.現在も経営形態は変わらず，ETt 'IC会構

成は8名で必要に応じて会，識を|剤師iする.従業.1.-1は割引

主任 1~品 で対応している . 平IJ位配当は 1978 年当Hキは決算

年2回で利用配当は40"'-'80万円あったが~(Eは行われて

いない.経済機能としては，今日， u持口のほかに地h却民
家の野菜を委託版光している.福祉機能としてはとくに

何も行われていない.資本令は 1978{j'.1I制j:11I:':I¥:株， rj-:JJ; 

~'金であったが，現(Eは 2. 800 );"川となっている.現イE

の売り上げが年聞がJ3，800万11)である.十11統lよ.EH'Jc会の

選挙できめる.J，T，1辺にはコンビニがイ{:(t:し，国道58り・を

通過する右:を取られる.また.~I J，釦lìには人-Tlスーパー

があり，若い購買ノJのある '7r も取られる . 他!占との競ノf~

を勝ち肱くのは困難になっているが，地域の人たらのJ己

応の依存は，{~然I弱い.

12，桃原共同居

設立は 1949{~である . 経常j形態Ij: . 1978年仁は. 'j-: 

経営で委只長，委tJ.7 (I~長も委lJ.)でiili科されていた.

2007年現山個人経常となっている.従業.lJ.は83{ド、'i時

は主任，抗日数~で経営していたが. JJl(t:は従業は2名

で経営を行っている . 利益配~は 1978w:当時は決算年2
回で利1Tl配当 (111別'l，f:jの 2%)を株主に配11し， 'j':1，(と
してJl3.5万If)を支給していたが，現{t:li:IJ，j占・とも行わ

れてはいない. 経済機能としては 1978 年時には附~'L 組

合員のJ!量産物委託j仮売を行っていたが，現(Eはこれらの

業務のほかに地j域住民が生産したシークゥワーサーの委

託販先を行っている.福祉機能として 1978年時には組合

LJ.の慶弔費支払いなどを行っていたが.現住は，r-=の行・Jc

でサービスとして消mを提供する保広=に縮小している.
同辺に存在するコンビニが立地したためばl存が流れてし

まい経営を1玉迫している.幹線道路から雌れているため.

地域の尚齢者・が多く利用する.E1.4齢占ーの多い地域となっ

ているために光府への依存JJrI:土117iく出11二はできない.

13. 田嘉里共同j苫

田高虫共同庇は.1952年にj民業会民協の一部として設

立され， 1966 {I主に'ドの共同組合による11'i営であったが.

1979年に個人に3背負経営となった.この辺営に|対わる役
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員会は 10名(主任は常任委員)で行われており，現在も

字からの個人への請負となっている.従業員は 1978年当

H寺は常任，応員の 2名で‘あったが，現在は請負の夫婦 2

~Iで経営している . 利益の配当は 1978 年当時は決算が 1

+1去に2凶行われも原則として出資と利用に配当が行われ

たが，現在は逆に底舗の貸貨を字に支払っている.経済

機能では.1978年には農協の委託すE業や委託販売などを

行っており，周辺には鮮魚J苫，食品工場，酒造工場など

がす7.地していた現在ではそれらの庖舗，工場は廃止さ

れ，共同必庖も地元農家の野菜なと'の委託販売のみとな

っている.金銭の援助では， 1983年には字への補助金年

間25万円，行事の寄付・金9万川であったが，現在は行事

への布付令のみになっている.現在の資本金は200万円

で-日の克り上げは4---5万円である.相続については他

の'i~(こみられる選挙はなく ，同JlM存のものが相続するこ

とが附黙の了解となっている.w報機能として集落セン
ターを使い広報活動も行っている • J止近は名護の大型庖

SIIiを利用する人が増え，売!占を利用する人は減少してい

る.

14. 謝名城共同庖

設立は 1948年で，それ以前には産業組合，農業会の

共同組合としてスタートした.経常形態は， 30年間で個

人経常から寸:経営に変化した.利益は現在も積み立てと

して字へ還元している.電話の普及により，電話の取次

ぎ業務は現在行われていない.共同パス，育英資金も現

在は行われていない.30年間でil(の普及が進み，売底よ

りも名護diの大型スーパーを利用する人が増えてきてい
る.~糸線道路から外れ，外部からの集客も見込めない.

外部から来ない代わり J il(を持たない地域の高齢者には

必要なl古舗である.高齢者の先居への依存度はかなり高

し、といえる.しかし現在は財政的に厳しく，個人経営に

移行することができなく，やりたがる人もいないという

11¥1加を胞えている.

15. 喜如那共同J苫

設立は 1954年で経営形態は 1976年からは，字直営か

ら2~I.，: r:nに l 回の入札があり， JJi負者とその家践に，当

時の入札 142万円，在庫品貸し付けなどを条件として委

託しており，現在も問様の形態を踏襲している.ちなみ

にJt:lriJ7'el占の運営組織は字の代議日と同じ代議員会(組

合民， .f.IllJiS 5名，監事3名，その他各班 l名という構成

になっている.現在の従業員数は5名である.利益配当

は 1978 年には I 年に 2 回利益配当 Wff~額の 60%を充

当)していた.現在は入札省-に配当を行ーっている.経済

l
 
s' 、
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機能としては， 1978年H寺には，購買，林産物販売，精米，

製茶，製材，製粉，発電など多岐に渡っていたが，現在

は購買以外には時期によって地元で生産される農産物の

委託販売を行う程度である.編制:的機能としては字の行

事の時に清涼飲料水を提供するのみである.資本金は，

1976年以前の直営の時には，人口株で団体も加入し，米

軍施政下の時にはl株が1ドノレであったが，本土復帰後，

l株 1，000円になった. 1976年の委託経営になってから

は，入礼金84万円となっている.ちなみに現在の経営者

l判決業からの転職である.近隣集落の利用者もみられる.

若い人述が名護方面大型脂舗を利用するようになったた

め，年配の方の利用が多い.

16.大兼久共同庖

設立は 1951年に農業会の共同完庖として開始され，

1966年に宇直営となり， 1973年には直営から請負となり，

現化は字経営に戻った. 1978年当時は， 1年に 1回の入

札 (20万円)が実施され，)ill蛍は役員会(理事長，理事

5名，敗事2名)が行ってきた.現在は入札も行われず，

宇で 2名の従業員を雇って経営・している.利益配当は

1978年当時は決算は年l回で配当は字の借財返済や守:行

政費補助，庖舗の借財補助に充当していたが，現在は利

益配当は行われていない.経済機能としては，購買のほ

か，現在は野菜の時期に委託販売を行っている.福祉機

能としては，現在豊年祭，アプシバレー，運動会の時期

に布:付を行っている.マイタの広報機能としては，IBitし

正月 11寺に餅や豆腐が届いたH寺に東内する程度である.資

本金は 1978年当時は世帯株，自由株，人口株で団体も加

入していた (1株 100円).現住の資本金は 100万円であ

る.現子Eの売り上げが lヶ月 100万円前後だが，赤字が

lヶ月 30---40万円で経営が厳しい状況にある.周辺のコ

ンビニ底の影響が大きい.また，相続についても経営を

行う人がいないのが現状である.事を持たない地域の尚

齢者の売目への依存度は弘治、ゆえ，フ己庖を存続してし、か

なければならない.

17.大川(字塩)11)共同庖

経営形態は， 1978年は字経常で今日も変わっていない.

従業員は主任と雇用人の2名で現在も交代性による2名

で経営を行っている.利益配当は 1978年には l年決算に

2回の阻当があり，その利誌は鹿屋組に還元されたが，

現在は配当は行われていない.経済機能と しては. ml~口

のほか，知人の農産物の委託販売を行っている.福祉機

能としては，字の祭事に毛類やお金を脊付している.相

続は任期5年が基本となっている.客層は車やバイクな

円
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ど，移動手・段をもっていなし川、中学生や高齢者の方がほ

とんどである.周辺の個人底やコンビニエンスストアー

の影響が結構でできている.

18.屋古売j苫

設立は 1968年に協同組合を設立して字経営の直営で

開始した，1978年当時は才役員 10によって経営委員会

が構成され.実際の経常は字会計係が担当していた現

在は個人経営になっている.1978年当時は決算は年 l回

で利益配当を円肢としていたが，当時の記録では赤字続

きで利佳配当は行われていないようである.現在は個人

経営のため当然配当はない.経済機能としては 1978年当

時は賦11中心だが，現在は村内の農作物の委託販売も行

っている.悩祉機能としては.1978年には字への行政費

としてJ~ 1万円を納付していたが，現在は諸行事の時に

緩助金を寄付する程度である.資本金は， 1968年当時は

世帯株 (29株)，各戸 l万円と宇の 50万円でスター トし

たが，現在は入札額の 7--8万円が資本金に当たるものだ

と考えられている.光上げは月 30万円程度で赤字経営で

ある.行われていない.経営形態は.30年前は字経営だ

ったが現在では例人経営に変化している.経済機能では，

村内で生産された股産物を販売している.売庖を利用す

るのは小学生やお年寄りが多いのが現状である.

19. 大保共同克庖

当共|百k;;'a占は， 1 950 年にj~lriJ組合を発足させてスター

卜した.1965年からは辛からの委託経営となっている.

宇の運営組織は組合長(区長).理事3名，監事l名から

構成されている.従業以は 1978年当時請負者2名で，そ

の教は現(Eも変わらない.決算は 1978年当時.2年に l

回で.利益配当は，g制改築のための樹立金に向けられて

いた現在は亦乍経常のため，利益配当は行われていな

い.経済機能としては購口のみで今日も同じ傾向にある.

福祉機能としては，乍に月 5000円を諸行事補助として納

付している.資本金は 1978年時は世帯株だったが，現在

は78万円となっている.売tげは年間 70万--80万円の

利益で赤字:経常である.相続については， 1978年当時は

2 if'.に l回の入札で. J，'i í~業#は 1 ヶ月 1. 9 万円を支払

わなければならなかった.現在は2fFに l回の選挙で請

負者が決定される.到庄の請負者は7年目である.コン

ビニエンスストアーの影響では周辺集落の共同売庖で、あ

る3h'i釧が削れた.また大型!苫舗へお客さんが流れ利用

者が減少傾向にある.経営は厳しいが集落の高齢者の為

に売府を存続させてし、かないといけない.

20.高江協同組合

高江共同組合は 1962年に高江共同庖から車底，新川

唐，牛道府に分離し.1973年から委託経営になった.現

在は字の直接経営となっている.利益の配当では設立時

から赤字経営のため利益の配当は行われていない.それ

ゆえ，現在はどがの11吃接経営に変わったのである.経済機

能としては.Il JfJ雑貨のみの購買だが，現在は地元で生

産された炭産物の委託販売も行われている.福祉機能と

しては，香典料として当集落落内の人達でジューシーを

作っている.相続は2年で交代である.幹線道路に面し

ているため外剖iからの利用布:も多いが，コンビニエンス

ストアーのJ;巴響も多少ある.

21.宮城共同組合魚泊克庖

魚治には 1933(1昭和8年)共同売目が設立された.そ

れ以前には個人が直接山原船とのパーター取引を行って

いたのを改めて共同信が一括して売買を行うようになっ

たとのg記録が残っている.すなわち，共同庄が食料品，

日用雑貨を山/J;(船から仕入れ，人々からは木材を購入す

る.購入した木材は山原船;こ売り山原船から食料品，日

用雑貨を仕入れるのである.こうして魚泊の人々は恒常

的に共同必Ic!iから生活必;信:品を手にすることができるよ

うになった.1978 年当時当共同先!苫の経営形態は間人~，'f

負経営であった. 、~時の共同組合構成は理ギ会は組合長，

話IJ組合長，邸、IC6~I ， 1，詑:tIJ3名から成立していた決算

はl年2巨lの手Ilj日配当であった現在は完全な個人経営

となり，家版締:'戸¥''1 ~うで運営している.利益配当は行わ

れていない. 鮮~r.待機能は腕11機能のほか，当共同売!苫の

家族で栽培しているパインや集落の撚民が採取した魚介

類の委託販売を行っている.福祉機能としては.1978年

当時は字行政t'(のおIiWJとして請負金額の中から年額 6.5
万円を寄付した.現在はエイサーや青年会開催の時にビ

ーノレや刺身類を挺fjけ"る程度である.1978年当時の資本

金は，字の持ち株200株，人口株300株の5∞株 (1株

300 IJI)であり，現住の資本金は 200万円である.当時

の売上げは月 250万円を有していた.現在の売上額は答

えてくれなかったが，売上げは II::l <1万円程度である.

この 21年tlllの変化として，本土からの移住者が増加lした

ことが上げられる.そのため移住者を含め地元にとって

の依存度が向い.今後，光開を存続させていきたいが，

後継者がいない課題が残る.

22.宮城共同組合本居

宮城共同居はj民業の発展と維持のために，系統的な組

合を改組してできた組合であり，1979年に発足した経
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|柿同口司iじである.資本金についても 1978年当時， f，~l泊と同様

だが，現伐の資本金は200力illlで，ンピ上IYは i口2万円

程度でめる.不11読配当も魚泊!日l械に決算年2自の利用配

当を実施していたが，現在は行われていない.近く に大

型[8舗はなく高齢者の利用が頻繁である.

23.平良共同克底 ・24.宇出那>>Jl克J占

戦後しばらくは那覇からの尚人の下に主って日常物資

がiiliばれてきたが，値段がまちまらで'j<の人々に混乱を

仰し、ていた.そうしたことから比例市の設立を望むJifが

強くなり， 1948年に共同組合が品、kされた.設立当初組

合以故は 135人で，資本全 36Ji門， ・il200 PI. 1止尚
20株を限定とする向山株で発足した.1972年には寸:出営

から委託経常に代わった. また、ドnよさr，~J.!i(士宇出JJli泌iに

も文I，I{をinき，こちらの住民にも悦立を凶っていた.
経常形態は， 1978 年当時Ii:~託経常だったが，現在で

は'ド緋ぷtとなっている.:11時組合11:.役日会として，組合
長，.[11¥・lC会6名で構成され，入札が2{I'に IfPl実施され，

訪ね荒行Ii.月 6.5万円を納付する.従業uは油負業占・の
家臨であった.現ιでは従業U故は組合長 l人で，月 l
万円を組合に支払いfffを品け負っている.なお，1978年

1時の利益配当は決算 1年の利益配、当は2回で株主に配

勺:i.行わず，そのほとんどは行政1'j:補助の脱み立てに当
てられた百本金は 1978{F当時はtll:~W株(当初希望者の

ひ3011まで，株8300円)であったが，現在の資本金

は約 500万円である.経済機能としてはJJUι 地元l出家
がi封印した野菜類の委託販売をおこなっている.一円の

必urrt 2---3万円程度である.tu'1社機能として， Jf年会
(':1:イサー)に金銭の寄付をおこたっている.個人応の

進出でru~・の利用客が減少し尚齢行の利用が増加してい

る.ielmi.高齢者のコミュエケーションの.ti}となってい

る.なお， 2，1)宇出那絹ヲ己防の椛沢形態は委託経営から

現{t:では.j-:経営に変わっており ，';三でJ(il川 している2名

の従業tlによって連常されている.続済機能，福祉機能

もがQJ七 hïl~己防と 同じである .

25.鹿佐孜共同売庖

ッピmのi没、~1:は分村時の 1923 (大lE12)年，字直営の

ッυ，Itとして開始された.必ず正吋n年から終戦後しばらくの
1111.紡を現令収入の手段の一つにしていた.度佐次では

'Uf'JJr千fする山林があり，山|別jり|にはここで共同作業に

よる11I隊ぎが行なわれていた.伐保したj腕は111民(Anで'11

|十i:':I¥へ抑W¥された.経営形態は， 1969 flミに丘II事会(盟、11'

長 11'" JlP.'fH ~名)による 1 .......2{fごと入札で請負者を決

l
 
j
 、
l
 '
 

1量

める委託経営に移行していった.1)lイEの縦し織はIj":・協I，i)

*IL介粁!'ì;~.で， ')ゴ先'2己ël汗述，;討f委l以i会，で"Cïl川'(~リ:U長Eの紳純.Jぷ，悦J討tを行つている .

、叶i可i叫不府利lリJ?，

を配、竹 (株 4仁;和利IJ山}片川11同6 の;押ヰI~Iげ附干) していた.11年は年!問l日叫{日175Ji 

-...1 川l山oJ万i円本初相fI 当のl商f街汚払似t占品lVIh1の i口~lしυ...(付.t引f打1)'も行われていたようで

ある.現住は利益があれば(~L\，;へ商品券として配当して

いる.経済機能としては， u品目印(lflのほか，地元で'l:llIT

したI;~i荒物や近くの漁港で~航された海ブドウの委託!似

必む行っている. 資本イiう~I i: 1978 {F、月時は|止~l'，=昧 (6 ドノレ

x 60 ) i)， ';-:の持ち株60株だったが，現(1:は約3，500JI 

川となっている . 現在の必 1-_げ'.J:{1~ 1l114.000万)LI.......5.000

J)'円で北部の共rri!?'e!，I:;ではトップグラスの先上げを有し

ている.悩祉機能としては，度比次1)(で育英資金業防lよ

行なっている.この25{1~1II 1で}.'.Iillにマングローブ林のm

~よ道などができ，内地からの鋭光存も多く i訪れるように

tt.った. 'I[の哲・及がi1主み， 'I(を持つじ=い人たちは大f~J.ス

ーハーへ'nい物に行く .'I(を持たない11.5齢1'l'・の')'.:.Jgの依
ι度lよ11:;く，先j占を存続させていないといけないが..t3J.
(1:では必J丙の主任となる人材不足とし、う問題を抱えてい

る.

IV 共同売庖における機能の変化

これ主でみてきたように. 1978 { I ~II年における共同必J.Ii

の特色は，村ì'~J七1，;1(1'における'1:析を向上させ，利便利:

に寄与することであろう.ナtt.わち，市 ・に共同先Igの

経済機能の一つに林院物の11:lml阪必がある.成、-rti初と

しては休，11f資鯨がgけ.t地城における換令資源であった.
そのほか坑蛭な経済r.r，'!fIlJとしてね米，製茶，製粉.京市
の!似必.生肉の販')'Ut:どがあった.だが 1978~ド吋 n年みら

れたこれらの機能のうち粘茶と仏米以外の経済活!fiJJli:現

住ではみられない.

市:には購買活動で特徴的があげられる.共同ッ日，Jfの

，段、af:勺初から取り扱かわhる11:ふlhの大部分は外部からの

慨入品で占めていた.また. j世 ，)'0.物は~'( 1ニ(1:人 ・香ttE:が
あるのみであるという特色をイiサーる.それゆえ，央Jt:l，il

必1，Iiの茶生産以外の他のJt:hil.j山，I{における股産物の'1:
r'u・力11r.・版光の長illは， J七I，IIゾ品11の地域とのつながり
の市純化が考えられる.

7t1 =.としては掛け必りとし、う機能の存向があげられ

る.この機能はソテツj也拭や恐慌慢性的不況JUJ， 2 J，立の

大戦によるj没村経済の災地という小で沖制の股村経済11

+1 1 、 1'1 に~}ld取 し. (H¥，;の'l:析は献しいものがあった.そこ

でJI~"ïl必181:):1商品を~'J.うお令のない非常に貧困な家/i[;に

対してJ卦必りをしてJl川J1をl以必していた.これにより文

えられた住民がし、たのはIiltかだろうが. -)jではこの捌、
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け金の回収不能に陥るケースが多数みられ，共同居経常

にとって大きな課題となった.

さらに晶近の課題としては市街地を中心に年々K'))JII

似向にある大型庖舗に，地元の!両定客(住民)が奪われ

ていることにある.共同売J苫の経済的機能において大き

な外圧になっている . 地元住民のrì'j~~ニーズが多械化，

高度化そのことは，共同売庖における経営的な難しさを

もたらす要因のーっとなっている.

第四に共同1e問機能の独自な機能として地域の生所
の向上のための怖祉的機能があげられる.一例をあげる

とi:ll話の取次ぎがそれにあたる i位活が一般に普及して

し、ない当時，各集結にある電話といえば共同完庖のもの

が唯ーであった.~r~地にある集落の場合，出稼ぎにで

た子供や，親戚，友人からの連絡を共同完庖が媒介して

いたのは，非;市lこ重要な役割を担っていた.そのほか共

同応が手がけた福祉機能として，共同ノ〈スの運行がある.

これは遠隔地に住む交通手段のない住民の生活を助ける

ために始まった.~業である. また，死亡した組合員に対

する香典料，高校 ・大学への進学占-に対する育英資金な

どの支給，村落行政に対する財政援助として直接的にK

1~の負担をしたり，字行政職員の給料，手当ての一部負

担，諸部落行事や部落焚学金など村法共同体との関わり

の中で共同先庖の村立基盤は大きかったが，今やこれら

の福祉機能はほとんど行われていない.

V まとめ

道路整備により交.iillの使が解消され，自家用車を持つ

家l廷が増加してきた.その影響で従来村内での主要な交

通手段であった「共同パス む11，占舗を除き失われてし

主った.また，本島北部地域における人口流出も負のー

因としてあげられる.客層についてみても共同売応はぷ:

い客層を大型スーハーやコンビニに持われ，交通手段の

少ない高齢者が主It.存となった.今回の調先で f大体の

生活用品は大型スーパーに言ってrlいだめして，ロい忘
れやタバコ ・ちり紙などの日用品をJtlr:il先庖で購入する

人が多し、j と答えがあった.それゆえ，大部分の共問先

!占は赤字経営を余儀なくされ，利益の配当は行われずこ

れまで共同売庖の福祉機能であった経営難で香典料 ・進

学者への育英資金の援助も大部分のj苫舗で廃止になった.

2い換えるとそれだけ地域とのつながりが弱くなったと

いえるだろう.確かに共同売庖が果たしてきた歴史的な

役割と存千五芯:品は，~'，'j く評価できる. また，過疎地域どけ

にとくに山i齢有にとっての地元(1:1~のコミュニケーショ

ンの場としての必要性は，今後とも，出められよう. しか

し，共同先日?の伝統や必要性を強，訓ずるだけでは， その

存続は危ぶまれる.共同光市のボ米は，その地域らしさ

を反映する外~毛布-にも魅力をl~ じさせる!日乍りひいては

ムラおこし，マチおこしと関係づけて吟えていかなけれ

ばならない慌に忠われる.現(E11'[1[1 Iしている内外の111l'，f;:

主要因をし、かに克服するかにかかっているといえるだろう.

インタピ品一訓 I'tを快諾していたださ :~した. 1斗踊H.入:'I't:

味付.東村のj~r，;J必18f~J係省ト各位にlヅくおtしを申しJ:げ￡十.

また，現地調査にご協力いただいたl'jljlnlq際大学経済学部t肉付

1 (小川ゼミ)械修生各位にし深く I.~~H 、たします.

注

1) r沖縄.ふるさと'6選j とは. i't'~ln以1;~休水rìi'i.邸付づくり，11-

阿認が中心とたり，I!HドJlciTE'15 と I~Jわりを作ら. j也h主か必iv:，

駐カある熊山i!:/，.f・fをlr~づくる地域内r!'を: r 1'!'純.ふるさレ l'i~J

として認定し.以Ji.!:に広く紹介するこレに Eって. 1~'~lll漁村に

対ナるmJ併を{従illiし.J也持去の活性化に術与す-るニとを:11的と-j'
る!J~~震のことである.
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